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　あ
の
日
か
ら
10
年 

│ 

平
成
18
年

7
月
、
日
本
各
地
を
豪
雨
が
襲
い
、

箕
輪
町
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
10
年
が
た
ち
、そ
の
と
き
感
じ

た
危
機
感
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
若
い
方
々
の
中
に
は
災
害
を

直
接
知
ら
な
い
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　こ
の
機
会
に
災
害
の
教
訓
を
学
び
、

あ
ら
た
め
て
自
分
や
ご
家
族
、
近
所

の
皆
さ
ん
な
ど
の
安
全
安
心
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
災
害
当

時
、
対
応
に
あ
た
っ
た
方
々
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
、
5
月
12
日
に
開
か
れ
た

「
箕
輪
町
安
全
安
心
の
日
の
集
い

2
0
1
6
」に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
を

お
送
り
し
ま
す
。

豪雨災害から10年
～災害の教訓を未来にいかす～

特 集

■北小河内区中村地区において大規模な土石流が発生
■天竜川の堤防が決壊
■負傷者軽傷 3人
■家屋等建物被害 74棟（半壊から床下浸水）

平成18年7月豪雨災害 町内の主な被害

豪
雨
災
害
を
ふ
り
か
え
っ
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

防
災
士
箕
輪
町

連
絡
会
会
長
　

丸
山
　全
二 

さ
ん

 （
当
時
の

　  

北
小
河
内
区
長
）

　雨
が
ず
っ
と
降
り
続
き
、
7
月
19
日

の
未
明
に
中
村
地
区
で
大
規
模
な
土
石

流
が
発
生
し
ま
し
た
。

　何
も
か
も
が
初
め
て
の
こ
と
で
、苦

労
し
ま
し
た
。特
に
大
変
だ
っ
た
の
は

避
難
所
の
運
営
で
、避
難
者
の
把
握
や

統
制
、高
齢
者
や
乳
幼
児
、障
が
い
の

あ
る
方
な
ど
へ
の
配
慮
が
十
分
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　災
害
後
は
、避
難
所
の
運
営
も
含
め
て

訓
練
を
重
ね
、住
民
台
帳
も
毎
年
更
新
し
、

要
援
護
者
の
把
握
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

北
小
河
内
区
は
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最

初
の
モ
デ
ル
地
区
で
も
あ
り
、毎
月
18
日

を
防
災
の
日
と
定
め
、区
内
放
送
で
防
災

意
識
の
高
揚
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　災
害
は
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
こ
と
を

い
つ
も
意
識
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

避
難
所
の
運
営
に
苦
労

消
防
参
与
　平
澤
　久
一 

さ
ん

（
当
時
の
箕
輪
町
消
防
団
長
）

　雨
が
降
り
続
き
、至
る
と
こ
ろ
で

氾
濫
し
て
い
た
の
で
、各
分
団
に
指
示

し
て
土
の
う
を
積
み
ま
し
た
。し
か

し
、一
度
積
ん
で
も
、次
の
日
に
は
流

さ
れ
て
い
て
、同
じ
作
業
を
繰
り
返
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、団
員
は
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　災
害
時
に
最
も
重
要
な
の
は
指
揮

命
令
系
統
で
す
が
、非
常
時
に
は
、本

来
の
指
揮
命
令
系
統
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
、と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。臨
機
応
変
な
対
応

が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
の

と
同
時
に
、団
員
の
身
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
も
大
事
で
し
た
。今
後
も

団
員
の
方
に
は
、周
り
の
状
況
を
確

認
し
、安
全
確
保
し
な
が
ら
作
業
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
ん
ら
ん

消
防
団
の
使
命
と
団
員
の
安
全

北小河内区中村地区の土砂災害 決壊した天竜川北島地区

●災害時の総雨量 306mm   〔例年の 7月の総雨量より多い〕
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町が費用を負担し、防災士を養成。
地域で防災・減災リーダーとして活動します。

この10年間の防災・減災の取り組み

■　防災士の養成

■　ハザードマップの作成

■　災害時住民支えあいマップづくり

■　自主防災組織の結成

■　各区・学校に防災倉庫を設置

■　デジタル防災行政無線の整備

■　天竜川に消波ブロックを設置

■　砂防堰堤の建設

■　町内6か所に雨量計を設置

これからの防災・減災の取り組み

感震ブレーカー設置の推進
地震後、真っ先に電気等が復旧し
ますが、倒れた電気器具などに通
電し、火災が起きることがあります。
感震ブレーカーは、それを防ぐよう、
揺れを感じると
ブレーカーが落
ちる装置です。

◎寝室に背の高い家具を置かない。
◎高いタンスの上などは、つっぱり
棒をするか箱などで天井まで空
間を埋める。
◎本棚などは重いも
のを低い所に入れ
重心を下げる。

非常持出袋は、車にも一つ置いて
おくと安心です。

家具の転倒防止 非常持出袋の用意
備蓄の推進

デジタル化により双方向通信が可能
になるなど機能が増え、より確実に
情報を伝えられるようになりました。

様々な物資や器具を保管、備蓄して
います。

各区で、災害時の対応を主導する対策本部的な組織
で、町との連携や防災倉庫の備蓄品の管理も行います。

土砂等をくいとめるため、北小河内区に建設しました。
土砂がたまることで、これ
以上たまると危険だという
ことがわかり、災害が起こ
る前に対応ができるように
なりました。

常に河畔に置いておくことで、決壊しそうになった時、その消波ブ
ロックを堤防に投入して決壊を防ぐ、という迅速な対応ができます。

雨量計をながた荘、北小河内公民館、富田公民館、町役場、長岡
公民館、福与公民館に設置しました。
最近は局地的に激しい雨が降ることがあるので、6か所に設置し、
そのデータを災害時等の対応に役立てています。また、その情報は
一般の方でも町HPで見ることができます。

お年寄りや体の不自由な方など支援を必要とする
人を把握し、災害時の救助・援助に役立てます。

箕輪町セーフコミュニティ推進協議会「くらしの安全対策委員会」を中心に、
つぎの取り組みを進めます。

戸別受信機

一人ひとりが
できること
一人ひとりが
できること

ハード

ソフト

河川の氾濫による浸水想定区域と土砂災害の危険
区域・警戒区域、そして避難所を表示しています。

はんらん

この10年で
変わったことは？
この10年で
変わったことは？
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総務課　セーフコミュニティ推進室　☎79-3111（内線193）問合せ先

分科会

アトラクション

表　彰

箕輪町安全安心の日の集い2016
　5月12日、セーフコミュニティ
推進協議会が「箕輪町安全安心
の日の集い2016」を町文化セン
ターと地域交流センターで開催し
ました。この集いには、約150人
が参加。テーマ別の分科会と全体
会を行い、SC国際認証の再取得
を目指して町ぐるみで取り組む必
要性を共有しました。

　ワークショップ形式で行われた
分科会では、現状の問題点を抽出
したり、今後の活動の参考となる
意見や対策など、活発な意見交換
が行われました。

テーマ1　高齢者の「交通事故」どうすれば減るの？
テーマ2　高齢者の「地域での支え合い」どうするの？
テーマ3　子どもの見守りを地域で進めるには？
テーマ4　備えてますか？あなたを救う「命のカプセル」
テーマ5　「悩んでいる人」に寄り添う

日本セーフコミュニティ推進機構
白石　陽子 代表理事

　このような集いは、他の自治体にはな
い箕輪町独自の取り組みです。行政主体
だったものが地域の自主的な取り組みに
つながり、参加者も増え、取り組みが活
発になってきています。若い世代から町
全体へ広げて行くことを願います。

セーフコミュニティ推進協議会 会長
白鳥　政徳 箕輪町長講　評 挨　拶

　劇団メタボによる寸劇「地域活
動 女性パワーで道開く」が披露さ
れました。災害時の避難所運営に
おける女性の活躍、協働などを劇
に仕立てたステージは、笑いあり、
共感ありで好評でした。

『富田地区安全安心推進協議会』が、
日本セーフコミュニティ推進機構から奨励賞を受賞
　2013年の発足以来、地域の安全安心について主体的
に取り組みを行い、「ヒヤリハットマップ」を作成して地域
住民へ配布するなど、セーフコミュニティの普及･推進に
寄与したとして、今回の受賞となりました。

　活発な意見が飛び交い、深みのある議論
ができました。再認証へ向けて、過去を振
り返り、データ収集・分析を進めていきます。
認知度や地区による温度差など課題はあり
ますが、町民の皆さんと一丸となって安全
安心の町を目指していきます。
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